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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　イベントをメッセージとしてビジネスプロセスインスタンスに発行するための第1コン
ピュータノードの1つまたは複数のプロセッサによって遂行されるコンピュータ実装方法
であって、
　第1ビジネスプロセスインスタンスを実行する前記第1コンピュータノードでメッセージ
を受信するステップと、
　前記メッセージに関連した第2ビジネスプロセスインスタンスを識別するステップであ
って、前記第2ビジネスプロセスインスタンスが前記メッセージを処理するために割り当
てられる、ステップと、
　前記第2ビジネスプロセスインスタンスが前記第1コンピュータノードではなく、前記第
1コンピュータノード以外の第2コンピュータノードに配置される場合、前記第2ビジネス
プロセスインスタンスによる検索のために前記メッセージをメッセージングキューに送信
するステップと、
　前記第2ビジネスプロセスインスタンスが第1コンピュータノードに配置される場合、前
記メッセージングキューの前記メッセージを破棄して、前記第2ビジネスプロセスインス
タンスに前記メッセージを提供するステップとを備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記第2ビジネスプロセスインスタンスをホストする前記第2コンピュータノードに、前
記メッセージが前記メッセージングキューから検索されうることを示す通知メッセージを
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送信するステップをさらに備え、
　任意で、前記第1コンピュータノードおよび前記第2コンピュータノードは、ビジネスプ
ロセス管理スイートで利用されるコンピューティングデバイスであることを特徴とする請
求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記メッセージングキューは、前記第2ビジネスプロセスインスタンスのプロセスイン
スタンス識別子に基づいて識別されることを特徴とする請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第1コンピュータノードで前記メッセージを受信するステップは、クラウドネット
ワークで受信されたメッセージを分配するロードバランサから前記メッセージを受信する
ことを備えることを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記メッセージに関連した前記第2ビジネスプロセスインスタンスを識別するステップ
は、前記メッセージに関連した複数のビジネスプロセスインスタンスを識別することをさ
らに備えることを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記メッセージが共有される状態変数に対する変更を示すかどうかを判定するステップ
と
　任意で、前記メッセージが前記共有される状態変数に対する変更を示す場合、前記共有
される状態変数上のロックを取得するステップとをさらに備え、
　前記共有される状態変数上の前記ロックを取得するステップは、他のコンポーネントお
よび前記第2ビジネスプロセスインスタンス以外のビジネスプロセスインスタンスが前記
共有される状態変数にアクセスすることを防ぐことを任意で備えることを特徴とする請求
項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記第2コンピュータノードから前記メッセージングキューへ開始されたポーリング要
求に基づいて、検索のために前記メッセージングキューの中のメッセージを識別するステ
ップと、
　前記メッセージングキューから前記メッセージを検索し、キューから取り出すステップ
と、
　前記メッセージに関連したビジネスプロセスインスタンスを使用して、前記第2コンピ
ュータノードにおいて前記メッセージを処理するステップとをさらに備えることを特徴と
する請求項１～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記メッセージングキューへの複数の前記ポーリング要求は、前記第2コンピュータノ
ードによって処理されるために割り当てられた着信メッセージが受信されたかどうかを判
定するために、特定の間隔で開始されることを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記特定の間隔は、前記ビジネスプロセスインスタンスに関連したコンテキストに基づ
いて調整されるように動作可能であることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記メッセージングキューの中の前記メッセージの利用可能性を示す通知が受信される
場合、即座のポーリング要求が前記メッセージングキューに送信され、前記即座のポーリ
ング要求は、その後の周期的な要求が前記特定の間隔で送信される前に送信されることを
特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記メッセージングキューから前記メッセージを検索する前に、前記ビジネスプロセス
インスタンスに関連した共有される状態変数上のロックを取得するステップをさらに備え
、
　前記共有される状態変数上の前記ロックを取得するステップは、他のコンポーネントま
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たは前記メッセージに関連した前記ビジネスプロセスインスタンス以外のビジネスプロセ
スインスタンスが前記共有される状態変数にアクセスすることを防ぐことを任意で備える
ことを特徴とする請求項７～１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載の方法を前記第1コンピュータノードの前記1つま
たは複数のプロセッサに遂行させるためのコンピュータ可読命令を備えることを特徴とす
る非一時的な有形のストレージ媒体上の符号化されたコンピュータプログラム。
【請求項１３】
　システムで受信されたメッセージを保存するように動作可能なメモリであって、前記シ
ステムは第1ビジネスプロセスインスタンスを実行する第1コンピュータノードである、メ
モリと、
　前記メッセージに関連した第2ビジネスプロセスインスタンスを識別し、前記第2ビジネ
スプロセスインスタンスは前記メッセージを処理するために割り当てられ、前記第2ビジ
ネスプロセスインスタンスが前記第1コンピュータノードではなく、前記第1コンピュータ
ノード以外の第2コンピュータノードに配置される場合、前記第2ビジネスプロセスインス
タンスによる検索のために、前記メッセージをメッセージングキューに送信し、前記第2
ビジネスプロセスインスタンスが第1コンピュータノードに配置される場合、前記メッセ
ージングキューの前記メッセージを破棄して、前記第2ビジネスプロセスインスタンスに
前記メッセージを提供するように動作可能な1つまたは複数のプロセッサとを備えること
を特徴とするシステム。
【請求項１４】
　前記1つまたは複数のプロセッサは、前記第2ビジネスプロセスインスタンスをホストす
る前記第2コンピュータノードに、前記メッセージが前記メッセージングキューから検索
されることが可能であることを示す通知メッセージを送信するようにさらに動作可能であ
ることを特徴とする請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記メッセージに関連した前記第2ビジネスプロセスインスタンスを識別するステップ
は、前記メッセージに関連した複数のビジネスプロセスインスタンスを識別することをさ
らに備えることを特徴とする請求項１３または１４に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記1つまたは複数のプロセッサは、前記第2ビジネスプロセスインスタンスに関連した
共有される状態変数上のロックを取得するように動作可能であり、前記共有される状態変
数上の前記ロックを取得するステップは、他のコンポーネントおよび前記第2ビジネスプ
ロセスインスタンス以外のビジネスプロセスインスタンスが前記共有される状態変数にア
クセスすることを防ぐことを備えることを特徴とする請求項１３から１５のいずれか一項
に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、高負荷のビジネスプロセスのスケーラビリティを提供するためのソフトウェ
ア、コンピュータシステムおよびコンピュータ実装方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　高帯域ネットワークおよびデータ接続、ならびに大容量のデータストレージサーバの使
用の増加は、クラウドコンピューティングソリューションなどの様々な展開モデルの実装
をもたらした。クラウドコンピューティングソリューションでは、資源、サービス、強化
機能またはソフトウェアは、ネットワークの間でクライアントコンピュータに提供される
ことが可能である。資源は、資源利用およびスケーリング効果の向上を達成するために、
仮想化技術を通じて多数のクライアントの間で共有されることが可能である。クラウドコ
ンピューティングモデルはまた、データの共有アクセスおよび遠隔ストレージをユーザに
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提供するために使用されることも可能である。クラウドコンピューティングソリューショ
ンでは、コンピューティング資源はインターネットなどのネットワークの間にホストされ
たサービスとして提供される。これらのサービスは、クライアントコンピュータへアプリ
ケーションまたはソフトウェアをインストールすることなく、クラウドコンピューティン
グネットワークを介して提供されるオンデマンドのサービスを含むことが可能である。
【０００３】
　企業は、中心となるビジネスプロセスおよび複雑な反復作業をモデル化、記録、自動化
、統治、最適化、シミュレーションおよび監視するためにビジネスプロセス管理スイート
(business process management suites)(BPMS)を採用する。いくつかの例では、オンデマ
ンドのBPMSは、追加の作業付加を処理するために追加のクラウドインスタンス(コンピュ
ータノード)を動的に割り当てることによって、スケーラビリティまたは弾力性を実現す
る。同時にクラウドベースのBPMSは、モバイルデバイス上で動作するクライアントソフト
ウェア、(例えば企業の資源計画システムなどの)店舗用ビジネスソフトウェア設備、ウェ
ブベースのクライアント、その他のクラウドベースのビジネスソフトウェア、およびビジ
ネスパートナーによって遂行される他のソフトウェアを含めて、広範な他のソフトウェア
コンポーネントに接続される。BPMSシステムの中のビジネスプロセスは、それらの外部の
ソフトウェアコンポーネントとイベントを交換することができる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本開示は、クラウドベースのインフラストラクチャで高負荷のビジネスプロセスのスケ
ーラビリティを提供するための技術について述べる。1つまたは複数のプロセッサにオペ
レーションを遂行させるためのコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製
品は、有形のストレージ媒体で符号化される。これらのオペレーションは、第1ビジネス
プロセスインスタンスを遂行する第1コンピュータノードでメッセージを受信することを
含むことが可能である。このメッセージに関連した第2ビジネスプロセスインスタンスが
識別される。このメッセージは、第2ビジネスプロセスインスタンスが第1コンピュータノ
ードに配置されていない場合に、第2ビジネスプロセスインスタンスによって検索される
ためにメッセージングキューに送信される。
【０００５】
　各々のデータを処理し、変換する有形の非一時的な媒体として具体化されるコンピュー
タ実装のソフトウェアとして一般に説明されているが、態様の一部またはすべてはコンピ
ュータ実装方法であってもよく、またはさらに、この説明される機能を遂行するための各
々のシステムまたはその他デバイスの中に含まれてもよい。これらおよびその他の態様の
詳細、ならびに本開示の実行形態は、添付の図面および以下の説明の中で明記される。本
開示のその他の特徴、目的および利点は、説明および図面、ならびに特許請求の範囲から
明らかとなろう。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】クラウドネットワークの中の分散型ビジネスプロセス管理スイートのための環境
例を描く図である。
【図２】コンピュータノードおよびメッセージングシステムに含まれるコンポーネント例
の略図である。
【図３】図2で説明されるシステムなどの適切なシステムを使用する、イベントをプロセ
スインスタンスに発行するためのプロセスの流れ図である。
【図４】図2で説明されるシステムなどの適切なシステムを使用する、外部コンポーネン
トからコンピュータノードで受信されたメッセージを処理するためのプロセスの流れ図で
ある。
【図５】図2で説明されるシステムなどの適切なシステムを使用する、メッセージングキ
ューから関連メッセージを検索するためのプロセスの流れ図である。
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【図６】図2で説明されるシステムなどの適切なシステムを使用する、メッセージを受信
し、そのメッセージをビジネスプロセスインスタンスに分配するためのビジネスプロセス
例の略図である。
【図７】図2で説明されるシステムなどの適切なシステムを使用する、メッセージをクラ
ウドインスタンスへ発行するためのプロセス例を描く略図である。
【図８】図2で説明されるシステムなどの適切なシステムを使用する、メッセージをクラ
ウドインスタンスへ発行するためのプロセス例を描く略図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　本開示は一般に、クラウドベースのインフラストラクチャで高負荷のビジネスプロセス
のスケーラビリティを提供するためのコンピュータシステム、ソフトウェアおよびコンピ
ュータ実装方法について説明する。クラウドコンピューティングまたはクラスタノードの
インフラストラクチャでは、アプリケーションまたはサービスを外部のコンポーネントお
よびユーザに提供するために多数のコンピュータノードまたはクラウドインスタンスが使
用されることが可能である。第1クラウドまたはクラスタノードインスタンス(以下、「ク
ラウドインスタンス」と呼ばれる)で受信されたイベントは、処理のために、第2の受信側
クラウドインスタンスに転送される必要があってもよい。イベントは、アプリケーション
および/またはビジネスプロセスの間で交換されるメッセージまたは要求である。イベン
トの処理を開始するために直ちに受信側クラウドインスタンスと通信する代わりに、イベ
ントはデータベースに支援されるイベントキューの中に保存される。次いで、受信側クラ
ウドインスタンスは、イベントの消費のために局所的に動作するプロセスインスタンスへ
発行するために、イベントキューからイベントを検索してもよい。いくつかの実装では、
受信側クラウドインスタンスへの通知コールは、受信側クラウドインスタンスが遅延を伴
わずにイベントを検索するように動作させる。受信側プロセスインスタンスは、その内部
状態に基づいて、適切な時間にイベントを消費することができる。
【０００８】
　ビジネスプロセスは、他のコンポーネントとプロセスを同期させる自動化アクティビテ
ィ、ユーザタスク、およびイベントなどのプロセスステップを統合するビジネスプロセス
管理スイート(BPMS)によって遂行される。これらのプロセスは、しばしば外部のアプリケ
ーションおよびデバイスと交信してもよい。例えば、ユーザタスクはユーザのモバイルデ
バイスに送信されてもよく、そこでユーザタスクは処理され、基盤となるビジネスプロセ
スにデータを返送する。他の例では、RFIDリーダはビジネスプロセスに信号を送信しても
よく、そこで信号は、特定のフォローアップ行為を引き起こすためにイベントの中で消費
される。他の例では、ビジネスプロセスは、自動化アクティビティから企業資源計画(ERP
)システムを呼び出して、そこで管理される(例えば、請求書または材料のマスタデータな
どの)ビジネスオブジェクトを変更する。
【０００９】
　いくつかの実装では、BPMSシステムは、オンデマンドのビジネスアプリケーションを支
援し、クラウドインフラストラクチャの本質的な弾力性とスケーラビリティ特性が伴う総
所有コストの低さから恩恵を受けるために、クラウドコンピューティングネットワークの
中でオンデマンドの設備として提供されることが可能である。技術的には、単一のBPMS設
備は、基盤となるクラウドインフラストラクチャによって与えられるコンピュータ「ノー
ド」のダイナミックレンジの間で分散される。これらのノードは一緒に、複数のビジネス
プロセスを実行する。ノードの数は、一度に処理されるべき作業負荷がより多く存在する
場合には常に増加し、また処理されるべき作業負荷がより少ない場合には常に縮小しても
よい。ノードのうちのいくつかは、特定のビジネスプロセスの異なるインスタンスを実行
してもよい一方で、他のノードは様々な実装の中で全く異なるビジネスプロセスを実行し
てもよい。
【００１０】
　図示された例を見ると、図1では、クラウドベースのインフラストラクチャの中でビジ
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ネスプロセス管理スイート(BPMS)に関連したビジネスプロセスを遂行するための環境例10
0が図示されている。図に示された環境100は、クラウドネットワーク105などのネットワ
ークの中で複数のコンポーネントを含むか、またはそれらに通信可能に接続される。一般
に環境100は、モバイルデバイス180またはクライアント171などの外部アプリケーション
およびデバイスと同期して、クラウドネットワーク105内の自動化アクティビティ、ユー
ザタスクおよびイベントなどのプロセスステップを統合することができるシステムの構成
例を示す。BPMSは、ノード110、120などを含めて、クラウドネットワーク105の中の多数
のコンピュータノードのまで分散されることが可能である。本開示の中で使用する際、「
コンピュータノード」および「クラウドインスタンス」という用語は、この開示の範囲か
ら逸脱することなく、必要に応じて交互に使用されてもよい。クラスタコンピューティン
グ環境(不図示)では、「コンピュータノード」および「クラウドインスタンス」という用
語もまた「クラスタノード」と類似のものであってもよい。
【００１１】
　ネットワーク105の中の各コンピュータノードは、いくつかのビジネスプロセスまたは
プロセスインスタンスを実行するために必要とされる複数の異なるコンポーネントを含む
ことが可能である。例えば、図1に示すように、コンピュータノードはビジネスプロセス
管理(BPM)ランタイム環境、メッセージングミドルウェアまたは通信アダプタを含むこと
が可能である。コンピュータノードの内部コンポーネントによって、コンピュータノード
はBPMSに関連したプロセスステップを遂行し、他のコンピュータノードまたは外部コンポ
ーネントと通信し、外部コンポーネントからのイベントを受信して応答し、ビジネスプロ
セスを実行することができる。クラウドコンピューティング環境の中でのBPMSの実装は、
追加の作業負荷を処理するために必要なときに追加のコンピュータノードを割り当てるこ
とによって、BPMSに柔軟性およびスケーラビリティを提供する。
【００１２】
　図1に示すように、クラウドベースのBPMSはまた、オンデマンドのサービスを外部のソ
フトウェアコンポーネントに提供するために、他の外部ソフトウェアコンポーネントに接
続されることも可能である。例えばBPMSは、1つまたは複数のクライアント171、モバイル
デバイス180、店舗用システム190およびその他のビジネスパートナーシステム192を含む
外部のコンポーネントに接続されることが可能である。外部コンポーネントは、クラウド
ネットワーク105を介してBPMSと交信するクライアントソフトウェアコンポーネントを実
行することができる。コンピュータノード110および120で動作するビジネスプロセスは、
イベントを外部ソフトウェアコンポーネントと交換することができる。さらに、クラウド
ネットワーク105はまた、クラウドネットワーク105の中の通信を管理し、同期させるため
のインターフェース140および/またはコンピュータノード間の作業負荷の分配を管理する
ためのロードバランサ150など、外部コンポーネントとコンピュータノードの間の通信を
促進するためのコンポーネントも含むことができる。典型的ロードバランサ150は、作業
負荷全体を固定サイズのより小さな作業パッケージに分割してから、利用可能な作業プロ
セスに作業パッケージを割り当てるために使用されることが可能である。一般に、典型的
ロードバランサ150はメッセージを受信して、そのメッセージを、必ずしも受信されたメ
ッセージに関連した特定のノードまたは受信プロセスインスタンスが実行中のノードでは
ないが、利用可能なノードに分配する。
【００１３】
　ビジネスプロセスと外部コンポーネントの間のイベントの交換は、ビジネスプロセスが
、それらの内部状態を受信されるイベントに一貫して同期させることが必要な場合がある
。イベントがビジネスプロセスによって受信される場合、ビジネスプロセスは、ビジネス
プロセスの制御フローおよびデータフロー上で意図した効果を達成するために、イベント
に確実に対応する必要がある。したがって、ビジネスプロセスの状態は、ビジネスプロセ
スの外部コンポーネントとの整合性を維持するために、トランザクショナルな方法で同期
される必要がある。すなわち、ビジネスプロセスの状態は、時間内の任意の離散点でビジ
ネスプロセスと交信する外部コンポーネントの状態を反映しなければならない。
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【００１４】
　いくつかの例では、ビジネスプロセスと外部コンポーネントは、状態の整合性を確実に
するために、同期的に結合させることが可能である。例えば、2フェーズコミット等の専
用の分散型トランザクションプロトコルは、BPMSと外部ソフトウェアコンポーネントなど
の2つのビジネスアプリケーションを同期的に結合する。すなわち、両方のアプリケーシ
ョンはそれらの個々の状態を異なるコンピュータノード上で保持し、(例えば、データベ
ース上でのそれらの状態のスナップショットを保持することなどの)単一の論理トランザ
クション行為を同時に遂行する。しかしながら、異なるソフトウェアコンポーネントと異
なるコンピュータノードを同期的に結合することは、高い作業負荷を処理するビジネスア
プリケーションにとっては効率的ではなく、処理のスループットおよび待ち時間に関して
サービスレベル契約(SLA)に準拠しなければならない場合がある。要求側のアプリケーシ
ョンと同時に行為を遂行するように他のアプリケーションに要求することによって、他の
アプリケーションの現在の利用可能性も、その基盤となるインフラストラクチャも考慮さ
れることはない。実際には、他のアプリケーションは現在要求に応じることができない場
合があるので、トランザクション全体が遅延される。この問題は、コンピュータノードが
一度に多数の要求を処理しなければならない場合に悪化する。本質的に、同期結合に依存
する分散型トランザクションプロトコルは、クラウドベースのインフラストラクチャに拡
張されない。
【００１５】
　同時結合を回避するために、確実な非同期プロトコルが用いられてもよい。非同期プロ
トコルは、イベントが最終的に配信されることだけを保証する非同期に分離される仕方で
、外部ソフトウェアコンポーネントからビジネスプロセスへイベントを渡してもよい。同
様に、ビジネスプロセスもまた、このようにして外部ソフトウェアコンポーネントにイベ
ントを返してもよい。この非同期プロトコルは、分散型トランザクションの遮断特性を回
避する。しかしながら、これらのプロトコルは、ビジネスプロセスと外部ソフトウェアコ
ンポーネントの間の緩やかな(loose)結合を必要とする。例えば、着信イベントの待機な
どの非同期機能は、明示的にビジネスプロセスにモデル化される必要がある。さらに(例
えばERPシステムなどの)外部ソフトウェアコンポーネントは、イベントの受信側ソフトウ
ェアコンポーネントが何であるのか、または(ビジネスプロセスインスタンスのような)受
信側ソフトウェアコンポーネントが現在実行中であるのはどの特定のコンピュータノード
であるのかを理解するように構成されていない場合がある。したがって、イベントを受信
側ソフトウェアコンポーネントに発行するために、(BPMSまたは他のメッセージングミド
ルウェアの一部であってもよい)特定のイベント相関メカニズムが必要とされる。
【００１６】
　特定の実装では、クラウドベースのBPMS実装におけるスケーラビリティの問題に対処す
るために、クラスタ実行可能プロトコルが使用されることが可能である。クラスタ実行可
能プロトコルは、2つのコンピュータノード間でプロセスインスタンス全体を転送するた
めの削除アルゴリズム(eviction algorithm)に依存することが可能である。具体的には、
受信側プロセスインスタンスは、イベントが受信されたノードに転送される。いくつかの
例では、ソフトウェアコンポーネントは第1コンピュータノード上で要求を発行し、一方
で要求を受信すると想定される、影響を受けるプロセスインスタンスは、第2の異なるコ
ンピュータノード上で現在実行中である。イベントとのトランザクショナルな同期を維持
しながらイベントを処理するために、第1コンピュータノードに関連したプロセスインス
タンスは第1コンピュータノードから削除され、第2の異なるコンピュータノードに移動さ
れてもよい。
【００１７】
　例えば図1に描くように、クライアント171の外部デバイスで実行中の(例えばタスク管
理ソフトウェアなどの)外部ソフトウェアコンポーネントは、ノード110および120を含む
多数のノードの間に分散されたBPMSにイベントを提出することができる。最初に、イベン
トはロードバランサ150によって受信されることが可能であり、ロードバランサ150はイベ
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ントを送信するために、その管理下にあるノードのうちの1つを選択する。この例では、
イベントはノード110の特定のプロセスインスタンスへ送信されるが、イベントの消費は
異なるノード120で遂行されなければならない場合がある。クラスタ実行可能プロトコル
に基づいて、BPMSは、ユーザタスクが完了されるのを待つ場合など、アイドル状態に達す
るためにノード110のプロセスインスタンスを待つ。アイドル状態の間、その状態情報を
含むノード110のプロセスインスタンスはノード110から削除され、データベース上で保持
される。次いでノード120は、データベースから状態情報を読み込み、ノード120のプロセ
スインスタンスを再開することによって、プロセスインスタンスを回復する。受信された
イベントはその後、効果的にプロセス状態を同期させるノード120のプロセスインスタン
スに渡される。
【００１８】
　クラスタ実行可能プロトコルは、特定の状況では待ち時間およびスループットの問題に
つながる可能性がある。最初に、BPMSの中のビジネスプロセスのパフォーマンスは、プロ
セスインスタンスが複雑な状態に関連している場合、悪影響を受けることがある。多くの
顧客シナリオには、深くネストされたサブフロー呼び出しを用いる大型のプロセスモデル
が伴う。実際には、クラスタ輸送においてデータベースで保持され、そこからフェッチさ
れなければならないプロセス状態は極めて大きい場合があり、データベース上でかなりの
負荷を生成する場合がある。さらに、特定の要因は頻繁なクラスタ輸送を生じさせる場合
があり、このことはさらにシステム資源を占有する可能性がある。いくつかのビジネスプ
ロセスモデルは、クラスタ輸送を引き起こす場合がある多くのアーティファクト(artifac
t)を含む。クラスタ輸送を引き起こす場合があるアーティファクトの例は(例えばユーザ
タスクなどの)人間の活動、中間メッセージキャッチイベント、タイマーイベント、およ
び同期プロセスインターフェースへ応答を送信することである。一般に、各々のこれらの
アーティファクトの発生は、クラスタの中でのプロセスインスタンスの輸送を引き起こす
場合があり、このことはシステム資源にとってコストのかかるオペレーションとなりうる
。第3に、クラスタプロトコルは、本質的な利用可能性の制約のためにスケーラビリティ
を制限するノード間の同期通信を使用する。
【００１９】
　さらに、多くのプロセスモデルは、クラスタ輸送を遂行するための前提条件であるアイ
ドル状態にめったに遭遇しない場合がある。いくつかのアーティファクトは、連続または
並列ループ、(例えばERP企業サービスなどの)長時間実行されるサービスを起動する自動
化アクティビティ、および任意で複雑な場合がある顧客に提供されるデータマッピング機
能など、アイドル状態を阻害し、したがって予測不可能な方法で処理時間を消費する場合
がある。アーティファクトが呼び出しスタックの任意のサブフローの中の並列分岐に存在
する場合、それらは一時的に、プロセスがクラスタ輸送の一部として削除されることを阻
害する場合がある。実際には、プロセスにイベントを配信するための要求は失敗して、後
で繰り返されなければならず、このことはメッセージのスループットを妨げる可能性があ
る。
【００２０】
　クラウドベースのインフラストラクチャでは、外部コンポーネントによって送信される
イベントは特定のクラウドインスタンスに到達することができ、一方でイベントを処理す
る受信側プロセスインスタンスは、他のクラウドインスタンスに存在してもよい。分散型
クラウドインフラストラクチャの中で一貫してイベントを受信側ビジネスプロセスに発行
するためのプロトコルが提供されることが可能である。いくつかの実装では、このプロト
コルはコストの高いプロトコルオーバーヘッドを取り込まなくてもよく、イベントを受信
するために「アイドル」であるビジネスプロセスに依存する必要はない。イベントの数ま
たはプロセスインスタンスの数のいずれかが増える場合、プロセスの応答時間とプロセス
全体のエンド対エンドのスループットの両方は、追加の作業負荷を処理するために追加の
クラウドインスタンスを割り当てることによって、簡単に補償されることが可能である。
さらに、イベントを集中データベースで保持することによって、I/Oおよびネットワーク
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の負荷は、受信側プロセスインスタンスがクラウドネットワークの中で、クラスタ間で輸
送されることを必要としないことから、減らされることが可能である。また、正常にイベ
ントをBPMSランタイムに配信することに関わる待ち時間は、大幅に削減される。イベント
はもはや、配信トランザクションを完了するために、受信側プロセスインスタンスがクラ
スタ間で輸送されるのを待つ必要はない。最後に、ノードクラスタ間で輸送されることが
不可能なプロセスインスタンスは、もはやイベントが配信されるのを阻害または差し控え
ることができないことから、イベントの配信を失敗する可能性もまた実質的に減少する。
【００２１】
　本開示は、物理的にも非同期的にも、イベントの受信とビジネスプロセスでの消費を分
離することによって、クラウドコンピューティングインフラストラクチャの中の高負荷の
処理に関連した課題に対処する。すなわち、イベントは第1クラウドインスタンスで受信
される場合、第2クラウドインスタンスで実行中であるかもしれない受信側ビジネスプロ
セスのために、データベースに支援されるイベントキューの中で保持される。受信側ビジ
ネスプロセスを実行する第2クラウドインスタンスは、キューから新たに到着するイベン
トを定期的にフェッチし、それらをイベントが消費される局所的に実行中のプロセスイン
スタンスに発行する。いくつかの例では、第2クラウドインスタンスは、イベントキュー
のポーリングに基づいて新しいイベントをフェッチする。いくつかの実装では、一旦イベ
ントがキューの中に入ると、任意の通知呼び出しは、アクティブに第2クラウドインスタ
ンスを動作させ、ポーリングの遅延を除外する。
【００２２】
　受信側プロセスインスタンスは、第1クラウドインスタンスでイベントを発行したトラ
ンザクションを遮断することなく、その内部状態および利用可能性に基づいてイベントを
自由に消費する。例えば、タスク管理ソフトウェアは自立的に、他のクラウドインスタン
ス上で実行中のビジネスプロセスによって作り出されたユーザタスクの状態を、「進行中
」から「完了」に設定してもよい。実際には、イベントは、別々の非同期的に分離された
トランザクションの中で、それ自体のクラウドインスタンス上で取り上げられるべき影響
を受けるプロセスのために、生成され保持される(すなわちそのプロセスインスタンスの
ために、キューに加えられる)。特定の例では、外部コンポーネントはロック競合に陥ら
ずに、イベントをプロセスに送信してもよい。まれな例では、外部コンポーネントとビジ
ネスプロセスの両方が結合状態変数にアクセスする場合、ロックは中央ロックプロバイダ
から取得される必要がある。ロックは、任意の状態の変化を外部ソフトウェアコンポーネ
ントがイベントを発行する場合にのみ生成される別々のイベントエンティティにパッケー
ジ化することによって、回避されることが可能である。しかしながら一般に、ビジネスプ
ロセスは私的な資源を管理し、直接外部資源にアクセスすることはない一方で、外部コン
ポーネントは一般に内部のプロセス資源を操作することはない。
【００２３】
　図2は、クラウドベースのインフラストラクチャで高負荷のビジネスプロセスのスケー
ラビリティを提供するためのコンピュータノード202およびメッセージングシステム222の
中のコンポーネント例を示す環境200を描く。環境200は1つまたは複数の遠隔システム250
とコンピュータノード202とメッセージングシステム222とを含み、それらのうちの少なく
ともいくつかは、ネットワーク212間で通信する。一般に、環境200は、外部コンポーネン
トから受信されるイベントを処理するためのBPMSの中で使用されるコンポーネントの構成
例を示す。コンピュータノード202は、図1に関して上で述べたようなBPMS実装の中のノー
ド例を表す。BPMS実装は1つ以上のノードを含むことが可能であり、各ノードは実装によ
って、より少ない、より多い、または異なるコンポーネントを含んでもよい。特定の例で
は、ノード202とメッセージングシステム222は、クラウドコンピューティングネットワー
ク内で論理的にグループ化され、アクセス可能である。したがってBPMSは、従来のサーバ
/クライアントシステムまたは遠隔システム250の局所アプリケーションと同様に、クラウ
ドコンピューティングネットワークを通じたオンデマンドのソリューションとして提供さ
れてもよい。
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【００２４】
　一般に、ノード202は、環境200に関連したデータおよび情報を受信、送信、処理、保存
または管理するように動作可能なサーバ等の任意の電子コンピューティングデバイスであ
ることが可能である。ノード202は、1つまたは複数のビジネスプロセスアプリケーション
232を保存するサーバであることが可能であり、そこでビジネスプロセスアプリケーショ
ンの少なくとも一部が、描かれた図2の環境200の中にあり、そこに通信可能に結合された
ユーザまたはクライアントへ送信される要求および応答を介して実行される。いくつかの
例では、ノード202は複数の様々なビジネスプロセスアプリケーション232を保存すること
が可能であり、一方で他の例では、ノード202は単一のビジネスプロセスアプリケーショ
ン232だけを保存して実行するための専用のサーバであることが可能である。いくつかの
例では、ノード202はウェブサーバを備えるか、またはウェブサーバに通信可能に結合さ
れることが可能であり、ここでビジネスプロセスアプリケーション232は、ビジネスプロ
セスアプリケーション232のプログラムされたタスクまたはオペレーションを遂行するた
めに、遠隔システム250によってネットワーク212を介してアクセスされ、実行される1つ
または複数のウェブベースのアプリケーションを示す。
【００２５】
　図2に描いたノード202は、環境200の遠隔システム250に関連した1つまたは複数のクラ
イアントアプリケーションまたはビジネスアプリケーションからアプリケーション要求(
すなわちイベント)を受信するために責任を負うことが可能であり、ビジネスプロセスア
プリケーション232の中の前記要求を処理し、受信された要求が同期要求である場合には
、ビジネスプロセスアプリケーション232からの適切な応答を要求側クライアントアプリ
ケーションに返送することによって、受信された要求に応答する。ノード202はまた、メ
ッセージングシステム222または図2に描かれていない他のノードなどのネットワーク212
上の他のコンポーネントからの要求を受信し、それに応答してもよい。代替として、ノー
ド202のビジネスプロセスアプリケーション232は、ユーザが局所的にアクセス中のノード
202からの要求を処理し、それに応答することができてもよい。したがって、図2に描いた
遠隔システム250からの要求に加えて、ビジネスプロセスアプリケーション232に関連した
要求もまた、内部のユーザ、外部または第三者の顧客、他の自動化アプリケーションの他
に、任意のその他の適切なエンティティ、個人、システムまたはコンピュータからも送信
されてよい。
【００２６】
　本開示で使用される際、「コンピュータ」という用語は任意の適切な処理デバイスを含
むことが意図されている。例えば、図2には1つのコンピュータを備える単一のノード202
が描かれているが、環境200は、サーバープールを含むサーバ以外のコンピュータととも
に、1つまたは複数のノードを使用して実装されることが可能である。実際に、ノード202
、遠隔システム250およびメッセージングシステム222は、例えばブレードサーバ、汎用パ
ーソナルコンピュータ(PC)、マッキントッシュ(Macintosh)、ワークステーション、UNIX(
登録商標)ベースのワークステーションまたは任意のその他の適切なデバイスなどの任意
のコンピュータまたは処理デバイスであることが可能である。すなわち、本開示は、従来
のオペレーティングシステムを伴わないコンピュータと同様に、汎用コンピュータ以外の
コンピュータを企図する。さらに、描かれているノード202、遠隔システム250およびメッ
セージングシステム222は、Linux(登録商標)、UNIX(登録商標)、Windows(登録商標)、Mac
 OSまたは任意のその他の適切なオペレーティングシステムを含む任意のオペレーティン
グシステムを実行するために適合されてもよい。
【００２７】
　本実装では、図2に示すように、ノード202はプロセッサ208、インターフェース205、メ
モリ211および1つまたは複数のビジネスプロセスアプリケーション232を含む。インター
フェース205は、(例えば、ネットワーク212に通信可能に結合された他のシステムと同様
に、遠隔システム250などの)ネットワーク212に接続されたクライアントサーバまたは(環
境200の内部を含む)その他の分散型環境の中で他のシステムと通信するために、ノード20
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2によって使用される。一般に、インターフェース205は、適切な組み合わせのソフトウェ
アおよび/またはハードウェアの中で符号化され、ネットワーク212と通信するように動作
可能なロジックを備える。より具体的には、インターフェース205は、ネットワーク212ま
たはインターフェースのハードウェアが、描かれた環境200の内部および外側で物理信号
と通信するように動作可能であるように、通信に関連した1つまたは複数の通信プロトコ
ルを支援するソフトウェアを備えてもよい。
【００２８】
　いくつかの実装では、ノード202はまた、グラフィカルユーザインターフェース(GUI)な
どのユーザインターフェースを含んでもよい。GUIは、例えばサーバ202のユーザが、デー
タを作成、準備、要求または分析することの他にも、ビジネス取引に関連したソース文書
を閲覧およびそれにアクセスすることなどの任意の適切な目的のために、プラットフォー
ムの少なくとも一部と交信することができるように動作可能なグラフィカルユーザインタ
ーフェースを備える。一般に、GUIはシステムによって提供される、またはシステム内で
通信されるビジネスデータの、効率的かつユーザにとって扱いやすい表示を特定のユーザ
に提供する。具体的には、GUIは例えば、ビジネスプロセスから発したユーザタスクを示
すために使用されてもよい。GUIはまた、ユーザがビジネスプロセスアプリケーション232
の様々なサービスおよび機能にアクセスし、それを利用することができるようにする一般
的な双方向要素も提供する。GUIはしばしば設定可能であり、表とグラフ(棒グラフ、線グ
ラフ、円グラフ、ステータスダイヤルなど)の組み合わせを支援し、タブがキー特性(例え
ばサイトまたはマイクロサイトなど)によって区切られるリアルタイムのポータルを構築
することができる。したがってGUIは、プラットフォームの情報を処理し、効果的にその
結果をユーザに視覚的に示す一般的なウェブブラウザとコマンドラインインターフェース
(CLI)の組み合わせなどの任意の適切なグラフィカルユーザインターフェースを企図する
。
【００２９】
　一般に、ノード例202は、環境200のコンポーネント間(すなわちノード202と遠隔システ
ム250の間)の他にも、メッセージングシステム222、追加のクライアントサーバ、または
図2に描かれていないがネットワーク212に通信可能に結合された他のデバイスなどの任意
の他の局所または遠隔コンピュータとのワイヤレスまたはワイヤライン通信を促進するネ
ットワーク212に通信可能に結合されてもよい。描かれている環境では、ネットワーク212
は図2の中の単一のネットワークとして示されているが、ネットワーク212の少なくとも一
部が送信者と受信者の間の通信を促進することができる限り、本開示の範囲から逸脱する
ことのない連続または不連続のネットワークであってもよい。
【００３０】
　ネットワーク212は、企業のネットワークまたは保護されたネットワークのうちのすべ
てまたは一部であってもよく、一方で他の例では、ネットワーク212の少なくとも一部は
インターネットへの接続を表してもよい。いくつかの例では、ネットワーク212の一部は
、例えば遠隔システム250とノード202の間の接続など、仮想プライベートネットワーク(V
PN)であってもよい。さらに、ネットワーク212のすべてまたは一部は、ワイヤラインまた
ワイヤレスのいずれかのリンクを備えることが可能である。ワイヤレスリンクの例は802.
11 a/b/g/n、802.20、WiMax、および/または任意のその他の適切なワイヤレスリンクを含
んでもよい。すなわち、ネットワーク212は描かれている環境200の内側および外側の様々
なコンピューティングコンポーネント間の通信を促進するように動作可能な任意の内部ま
たは外部ネットワーク、複数のネットワーク、サブネットワークまたはそれらの組み合わ
せを包含する。ネットワーク212は、例えばインターネットプロトコル(IP)パケット、フ
レームリレーフレーム、非同期転送モード(ATM)セル、音声、ビデオ、データ、およびネ
ットワークアドレス間のその他の適切な情報を通信してもよい。ネットワーク212はまた
、1つまたは複数のローカルエリアネットワーク(LANS)、無線アクセスネットワーク(RANs
)、メトロポリタンエリアネットワーク(MANs)、ワイドエリアネットワーク(WANs)、イン
ターネットのすべてまたは一部、および/または、1つまたは複数の場所での任意のその他



(12) JP 5988621 B2 2016.9.7

10

20

30

40

50

通信システムを含んでもよい。
【００３１】
　遠隔システム250は、ネットワーク212内のノード202などのリソースへのアクセスを有
してもよい。特定の実装では、いくつかの例でのノード202を含むネットワーク212内のサ
ーバは、クラウドベースのサービスを提供するためのクラウドコンピューティングプラッ
トフォームを備えてもよい。「クラウド」、「クラウドコンピューティング」および「ク
ラウドベース」という用語は、本開示の範囲から逸脱することなく適切に交互に使用され
てもよい。クラウドベースのサービスは、クライアントコンピュータ上で局所的に実行さ
れるアプリケーションを強化、補完、または置換するために、サーバによって提供され、
ネットワークの間でクライアントプラットフォームに配信されるホストサービスであるこ
とが可能である。遠隔システム250は、別の方法ではリソースが遠隔システム250に配信可
能になる前に非常に長い期間を必要とするソフトウェアのアップグレード、アプリケーシ
ョンおよびその他リソースを迅速に受信するために、クラウドベースのサービスを使用す
ることができる。さらに、他のデバイスもまた、ネットワーク212を通じてアクセス可能
なサーバによって提供されるオンデマンドサービスなど、クラウドベースのサービスへの
アクセスを有してもよい。さらに、クラウドプラットフォーム配置の実装は本開示の必須
の要素ではなく、クラスタベースのシステムなどのその他の分散型インフラストラクチャ
もまた使用されることが可能である。
【００３２】
　本開示で述べられているように、オンデマンドのサービスは製品、実用的な分析、企業
のポータル、管理されたウェブコンテンツ、複合アプリケーションなどの多数の種類のサ
ービスおよびビジネスプロセス、またはビジネスアプリケーションを作成、統合、使用お
よび提示する機能を含むことが可能である。例えば、クラウドベースの実装によって、遠
隔システム250は機能を損なうことなく、古いユーザフェースインターフェースプラット
フォームから新しいプラットフォームのリリースに透過的にアップグレードすることがで
きる。
【００３３】
　図2に描かれているように、ノード202はプロセッサ208を含む。図2では単一のプロセッ
サ208として描かれているが、2つ以上のプロセッサは特定の必要性、要求または環境200
の特定の実行形態によって使用されてもよい。各プロセッサ208は中央処理装置(CPU)、ブ
レード、特定用途向け集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)、
またはその他の適切なコンポーネントであってよい。一般に、プロセッサ208はノード202
のオペレーション、および具体的に1つまたは複数のビジネスプロセスアプリケーション2
32を遂行するために、命令を実行してデータを操作する。具体的には、サーバのプロセッ
サ208は、遠隔システム250およびそれらの各々のクライアントアプリケーション144から
の要求を受信して、それに応答するために必要な機能とともに、ビジネスプロセスアプリ
ケーション232の他のオペレーションを遂行するために必要な機能も実行する。
【００３４】
　特定の実装に関わらず、「ソフトウェア」は、少なくとも本明細書で説明されるプロセ
スおよびオペレーションを遂行するために実行される場合に動作可能な有形の固定媒体上
にあるコンピュータ可読命令、ファームウェア、配線式またはプログラムされたハードウ
ェア、もしくはそれらの任意の組み合わせを含んでもよい。実際に、各ソフトウェアコン
ポーネントはC、C++、Java(登録商標)、Visual Basic、アセンブラ、Perl、4GLの任意の
適切なバージョンに加えて、その他のものも含む任意の適切なコンピュータ言語で全体的
または部分的に書き込まれるか、または記述されてもよい。図2に描かれたソフトウェア
の部分は、様々なオブジェクト、方法またはその他のプロセスを通じて様々な特徴および
機能を実装する個々のモジュールとして示されているが、ソフトウェアは代わりに、いく
つかのサブモジュール、第三者サービス、コンポーネント、ライブラリなどを必要に応じ
て含んでもよいということを理解されたい。反対に、様々なコンポーネントの特徴および
機能は、必要に応じて単一のコンポーネントに結合されることが可能である。描かれてい
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る環境200では、プロセッサ208は、ノード202上で1つまたは複数のビジネスプロセスアプ
リケーション232を実行する。
【００３５】
　高いレベルで、1つまたは複数のビジネスプロセスアプリケーション232の各々は、特に
は描かれた遠隔システム250およびその関連したクライアントアプリケーション254から、
またはネットワーク212を通じた他のサーバまたはコンポーネントから受信された1つまた
は複数の要求に応答して、およびそれに関連して、本開示による情報を実行、変更、削除
、生成またはその他に管理してもよい任意のアプリケーション、プログラム、モジュール
、プロセスまたはその他のソフトウェアであってよい。ある場合では、特定のノード202
には1つだけのビジネスプロセスアプリケーション232が配置されてもよい。他の場合では
、複数の関連した、および/または関連しないビジネスプロセスアプリケーション232は単
一のノード202に保存されてもよく、または同様に複数の他のノード202の中に配置されて
もよい。ある場合では、環境200は複合ビジネスプロセスアプリケーション232を実装して
もよい。例えば、複合アプリケーションの部分はEnterprise Java(登録商標) Beans(EJBs
)として実装されてもよく、または、デザイン時のコンポーネントはランタイムの実装を
、特にはJEE(Java(登録商標) Platform、Enterprise版)、ABAP(上級ビジネスアプリケー
ションプログラミング)オブジェクト、またはMicrosoftの.NETなどの異なるプラットフォ
ームに生成する能力を有してもよい。
【００３６】
　さらに、ビジネスプロセスアプリケーション232のうちの1つまたは複数は、(例えばイ
ンターネットなどを通じて)ネットワーク212を介して遠隔システム250またはクライアン
トアプリケーション254によってアクセスされ、実行されるウェブベースのアプリケーシ
ョンを示してもよい。さらに、特定のビジネスプロセスアプリケーション232に関連した1
つまたは複数のプロセスは、ノード202の内部にあるものとして描かれているが、遠隔か
ら保存、参照または実行されてもよい。例えば、特定のビジネスプロセスアプリケーショ
ン232の一部は、遠隔から呼び出されるアプリケーションに関連したウェブサービスであ
ってもよく、一方でビジネスプロセスアプリケーション232の他の部分は、遠隔システム2
50での処理のためにまとめられたインタフェースオブジェクトまたはエージェントであっ
てもよい。さらに、ビジネスプロセスアプリケーション232のうちの任意のものまたはす
べては、本開示の範囲から逸脱しない(図示されていない)他のソフトウェアモジュールま
たは企業アプリケーションの子またはサブモジュールであってもよい。さらにまた、ビジ
ネスプロセスアプリケーション232の部分は、ノード202で直接作業するユーザだけでなく
、遠隔システム250で遠隔から作業するユーザによっても実行されてよい。
【００３７】
　描かれているように、ノード202はまた、ビジネスプロセスアプリケーション232を実行
するためのサービス、ライブラリおよびツールを提供するビジネスプロセス管理(BPM)ラ
ンタイム234を含むことが可能である。ビジネスプロセスインスタンスは、特定のビジネ
スプロセスの実行中のインスタンスである。いくつかの場合では、同じビジネスプロセス
の多数のインスタンスを実行すること可能である(例えば異なるビジネスプロセスインス
タンスによって、多数の個別の購入注文が同時に生成されてもよい)。さらに、各ビジネ
スプロセスインスタンスはビジネスプロセスインスタンスをホストするノードに特有の情
報に関連しているので、同じビジネスプロセスの多数のインスタンスを異なるノードで実
行することができる。
【００３８】
　BPMランタイム234はまた、受信されたイベントに基づくプロセスステップの実行に関連
した状態変化を含めて、ビジネスプロセスの任意の状態変化を処理することができる。ノ
ード202はまた、メッセージングミドルウェア240も含む。メッセージングミドルウェア24
0は、分散型システム間のメッセージの送受信を促進し、トランザクショナル(フェールオ
ーバ-セーフ)メッセージの配信、メッセージキューイングおよびパブリッシュ/サブスク
ライブ機能を提供するように構成されたソフトウェアまたはハードウェアインフラストラ
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クチャを備えることが可能である。一般に、メッセージングミドルウェア240によって、
アプリケーションモジュールは異種プラットフォーム上で分散され、アプリケーションの
開発者を様々なオペレーティングシステムおよびネットワークインターフェースの細部か
ら隔てることによって、多数のオペレーティングシステムおよびネットワークプロトコル
にわたるアプリケーションを開発する複雑さを減らすことができる。いくつかの例では、
メッセージングミドルウェア240は、メッセージングシステム222およびそのメッセージン
グキュー223へメッセージを送信し、そこからメッセージを受信するための方法および技
術を提供することができる。ノード202のメッセージングミドルウェア240はまた、例えば
ノード202と異なるネットワーク間の種々のプラットフォームとの交信を可能にするJava(
登録商標)メッセージサービス(JMS)アプリケーションプログラミングインターフェース(A
PI)などのメッセージングミドルウェアAPI 242を提供することが可能である。
【００３９】
　1つまたは複数の着信メッセージアダプタ236もまた、ノード202に含まれることが可能
である。着信メッセージアダプタ236は、遠隔システム250、その他ノードまたはメッセー
ジングシステム222などの外部コンポーネントから受信されるメッセージまたはイベント
を受信するために使用されるハードウェアまたはソフトウェアコンポーネントを備える。
着信メッセージアダプタはまた、メッセージアナライザモジュール238に結合されること
が可能である。メッセージアナライザモジュール238は、受信されたイベントを分析して
、イベントのための適切な受信者を判定するように構成された任意のアプリケーションで
あることが可能である。いくつかの例では、メッセージアナライザモジュール238は、受
信されるイベントが送られるべきキューを判定することができる。イベントは、イベント
を送信する外部コンポーネント、またはイベントに関連したその他のコンテキスト情報に
基づいて、特定のノードで、または固有のプロセスインスタンスによって消費されなけれ
ばならない場合がある。いくつかの例では、メッセージアナライザモジュール238は、受
信されるイベントを、同じノード202上で実行中のビジネスプロセスインスタンスに関連
したイベントとして識別してもよい。それらの例では、受信されるイベントまたはメッセ
ージは、メッセージをメッセージングキュー223または他のシステムに転送または送信す
ることなく、消費されることが可能である。
【００４０】
　一般に、ノード202はまた、データおよびプログラム命令を保存するためのメモリ211を
含む。メモリ211は任意のメモリまたはデータベースモジュールを含んでもよく、限定さ
れないが、磁気媒体、光媒体、ランダムアクセスメモリ(RAM)、読み出し専用メモリ(ROM)
、取り外し可能媒体、または任意のその他の適切な局所または遠隔のメモリコンポーネン
トを含む揮発性または不揮発性メモリの形態をとってもよい。メモリ211は、クラス、フ
レームワーク、アプリケーション、バックアップデータ、ビジネスオブジェクト、ジョブ
、ウェブページ、ウェブページテンプレート、データベーステーブル、ビジネスおよび/
または動的情報を保存するレポジトリ、ならびにノード202およびその1つまたは複数のビ
ジネスプロセスアプリケーション232の目的に関連した任意のパラメータ、変数、アルゴ
リズム、命令、規則、成約、またはそれらへの参照を含むその他の適切な情報を含む様々
なオブジェクトまたはデータを保存してもよい。
【００４１】
　メモリ211はまた、ビジネスプロセスモデル214およびビジネスプロセスメタデータ216
などのデータオブジェクトを保存することができる。ビジネスプロセスモデル214は様々
な企業の態様またはプロセスを表すデータオブジェクトを含むことが可能であり、ビジネ
スプロセスメタデータ216は、ノード202が管理または交信するビジネスプロセスに関連し
た任意のメタデータを含むことが可能である。特に、メモリ211はインスタンス化された
プロセスコンテキスト、プロセストークンおよびその他のプロセスインスタンスデータな
どのプロセスインスタンスデータを保持することができる。いくつかの実装では、ビジネ
スプロセスモデル214は、BPMN(ビジネスプロセスモデリング表記法)ベースのモデルまた
はBPEL(ビジネスプロセス実行言語)ベースのモデルであることが可能である。
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【００４２】
　図2の描かれた環境もまた、1つまたは複数の遠隔システム250を含む。各遠隔システム2
50は、ワイヤラインまたはワイヤレス接続を使用して、少なくともノード202と、および/
またはネットワーク212を介して接続または通信するように動作可能な任意のコンピュー
ティングデバイスであってよい。さらに、図2に描いているように、遠隔システム250はプ
ロセッサ256、インターフェース255、クライアントアプリケーション254およびメモリ258
を含む。いくつかの例では、遠隔システム250はまた、グラフィカルユーザインターフェ
ース(GUI)252を含むことが可能である。一般に、遠隔システム250は、図2の環境200に関
連した任意の適切なデータを受信、送信、処理および保存するように動作可能な電子コン
ピューティングデバイスを備える。環境100に関連した、またはその外部にある任意の数
の遠隔システム250が存在してもよいことを理解されたい。例えば、描かれている環境200
は遠隔システム250を含むが、環境200の代替実装は、ノード202に通信可能に結合された
多数のクライアント、または環境200の目的に適した任意の他の数のクライアントを含ん
でもよい。さらに、ネットワーク212を介して環境200と交信することができる、描かれた
環境200の部分の外部にある1つまたは複数の追加の遠隔システムが存在してもよい。「遠
隔システム」という用語はまた、任意のコンピュータ、アプリケーション、またはネット
ワーク212を通じて1つまたは複数のサーバに通信可能に結合されたモバイルデバイスなど
のデバイスのことを指してもよい。さらに、各遠隔システム250は単一のユーザによって
使用されるという観点から説明されているが、本開示は、多くのユーザが1つのコンピュ
ータを使用してもよいということ、または1人のユーザが多数のコンピュータを使用して
もよいということを企図する。
【００４３】
　いくつかの実装では、遠隔システム250はクライアントシステムであることが可能であ
り、GUI252は遠隔システム250に関連していてもよい。これらの例では、GUI252は、例え
ば遠隔システム250のユーザが、データを作成、準備、要求または分析することの他にも
、ビジネス取引に関連したソース文書を閲覧およびそれにアクセスすることなどの任意の
適切な目的のために、プラットフォームの少なくとも一部と交信することができるように
動作可能なグラフィカルユーザインターフェースを備える。一般に、GUI252はシステムに
よって提供される、またはシステム内で通信されるビジネスデータの、効率的かつユーザ
にとって扱いやすい表示を特定のユーザに提供する。GUI252は双方向フィールド、プルダ
ウンリストおよびユーザによって操作されるボタンを持つ複数のカスタマイズ可能なフレ
ームまたはビューを備えてもよい。一般に、GUI252はまた、ユーザがアプリケーション25
4の様々なサービスおよび機能にアクセスし、それを利用することができるようにする一
般的な双方向要素を提供してもよい。GUI252はしばしば設定可能であり、表とグラフ(棒
グラフ、線グラフ、円グラフ、ステータスダイヤルなど)の組み合わせを支援し、タブが
キー特性(例えばサイトまたはマイクロサイトなど)によって区切られるリアルタイムのポ
ータルを構築することができる。したがって、GUI252は、プラットフォームの情報を処理
し、効果的にその結果をユーザに視覚的に示す一般的なウェブブラウザ、知的エンジンお
よびコマンドラインインターフェース(CLI)の組み合わせなど、任意の適切なグラフィカ
ルユーザインターフェースを企図する。しかしながら、GUI252は本開示の必須のコンポー
ネントではない。いくつかの例では、例えば遠隔システム250はGUIを必ずしも含まないER
Pシステムのサーバまたはその他のコンポーネントであってよい。
【００４４】
　本開示で使用する際、遠隔システム250はパーソナルコンピュータ、タッチスクリーン
端末、ワークステーション、ネットワークコンピュータ、キオスク、ワイヤレスデータポ
ート、スマートフォン、携帯情報端末(PDA)、これらまたはその他のデバイス内の1つまた
は複数のプロセッサ、または任意のその他の適切な処理デバイスを含むことが可能である
。例えば、各遠隔システム250は、キーパッド、タッチスクリーン、マウス、またはユー
ザ情報を受け入れることができるその他デバイスなどの入力デバイス、およびデジタルデ
ータ、視覚情報、クライアントアプリケーション254またはGUI252を含む、ノード202(お
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よびビジネスプロセスアプリケーション232)または遠隔システム250自体のオペレーショ
ンに関連した情報を伝達する出力デバイス含むコンピュータを備えてもよい。入力デバイ
スと出力デバイスの両方は、磁気ストレージ媒体、CD-ROM、または表示すなわちGUI252を
通じて遠隔システム250のユーザから入力を受信すること、および同ユーザに出力を与え
ることの両方のためのその他の適切な媒体など、固定または取り外し可能なストレージ媒
体を含んでもよい。
【００４５】
　いくつかの実装では、ノード202はまたメッセージングシステム222に通信可能に結合さ
れ、メッセージングシステム222は、着信イベントを保持するためにメモリ221の中の保存
されるメッセージングキュー223を提供する。いくつかの例では、メモリ221は、不揮発性
メモリまたはデータベースシステムであることが可能である。メッセージングシステム22
2は、他のコンポーネントから受信されるイベントまたはメッセージを受信、保存するた
め、またはそれらへのアクセスを提供するために構成された任意の電子コンピューティン
グデバイスであることが可能である。いくつかの例では、メッセージングシステム222は
バックボーンまたはバックエンドシステムとして1つまたは複数のノード202に結合され、
一方で他の例では、メッセージングシステム222はネットワーク212を通じて複数の他のノ
ード202、デバイスおよびコンポーネントに接続された独立のシステムを表す。メッセー
ジングシステム222は、プロセッサ228、インターフェース225、またはイベントを受信お
よび管理するために使用されるその他のコンポーネントを含むことが可能である。いくつ
かの実装では、メッセージングシステム222は、メッセージングミドルウェアを通じて整
合性およびフェールオーバ機能を含む。メッセージングシステム222のメッセージングミ
ドルウェア226は、メッセージを損なうことなく、または重複するメッセージを配信する
ことなく、トランザクショナルな方法でメッセージを受信し(キューに加え)、転送する(
キューから取り除く)ことができる。さらに、メッセージングミドルウェア226はまた、先
入れ先出し(FIFO)の順序付けなど、メッセージの順序付けを提供することができる。すな
わち、メッセージングシステム222のメッセージングミドルウェア226は、プロセスインス
タンスによって後で検索するために、着信イベントを保持するために使用されることが可
能である。メッセージングミドルウェア226はメッセージングシステム222の中央データベ
ースとして実装されることが可能であるが、局所保持などの任意の適切な手段を使用して
、または遅延複製技術(lazy replication techniques)とともに実装されることも可能で
ある。
【００４６】
　例えば、遠隔システム250などの外部コンポーネントは、クラウドネットワークの中の
特定のノード202にイベントまたは要求を送信することができる。イベントは異なる場所
で消費されなければならない場合があるが、ノード202はメッセージングキュー223の中で
イベントを保持するためにメッセージングシステム222へイベントを転送することができ
るので、適切なビジネスプロセスは、消費のためにメッセージングキュー223からイベン
トを検索することができる。受信されるイベントのためにキューを提供するメッセージン
グシステム222によって提供される機能は、メッセージングシステム224によって遂行され
ることが可能である。特定の実装では、メッセージングサービス224はまた、メッセージ
ングキュー223に保存された特定のイベントを消費するために使用されるべきプロセスイ
ンスタンスを含む特定のノードに、通知メッセージを送信することができる。通知メッセ
ージは、メッセージまたはイベントがメッセージングキュー223に送信される場合、(メッ
セージングミドルウェア240などを通じて)ノード202自体によって提供されることが可能
である。メッセージングシステム222は、図2の中ではノード202に関して離れて配置され
るものとして描かれているが、いくつかの実装では、メッセージングシステム222は、複
数のノードのうちの1つの部分として配置されるか、またはBPMSの中の異なるノードの間
で分散されることが可能である。
【００４７】
　図2は、複数の要素を含むものとして、またはそれらに関連したものとして述べられて
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いるが、図2の環境200内に描かれたすべての要素が、本開示の各々の代替実装の中で利用
されなくてもよい。例えば、本明細書で述べられている要素のうちの1つまたは複数は環
境200の外部に配置されてもよく、一方で他の例では、特定の要素は、描かれている実装
の中で述べられていない他の要素とともに、他の述べられている要素のうちの1つまたは
複数の一部の内部に、またはそれらの一部として含まれてもよい。さらに、図2に描かれ
ている特定の要素は他のコンポーネントと結合されてもよく、また本明細書で述べられて
いる目的に加えて、代替または追加の目的のために使用されてもよい。
【００４８】
　図3は、スケーラブルなイベント発行のためのプロセス例300を描く。図3で示されてい
るように、メッセージ(すなわちイベント)305は、310で第1クラウドインスタンス320(す
なわちコンピュータノード320)上で受信される。イベント305は最初に、コンピュータノ
ード320の特定のプロセスインスタンスに転送されることが可能である。特定の状況では
、第1コンピュータノード320は、イベント305を消費するために割り当てられた、または
イベント305に関連付けられたプロセスインスタンスを持たなくてもよい。代わりに、他
のコンピュータノードに配置された1つまたは複数のその他のビジネスプロセスインスタ
ンスは、イベント305の適切な受信者であってもよい。したがって、影響を受けるプロセ
スインスタンスは、325で判定される。影響を受けるプロセスインスタンスの判定は、メ
ッセージのペイロードおよびプロセスのデータコンテキストに基づいて、受信側プロセス
インスタンスが着信メッセージと照合される相関手続きを含むことが可能である。その他
の場合では、メッセージは前もって1つの固有のプロセスインスタンスを論理的に参照し
てもよいので、明確な相関は必要ではない。影響を受けるプロセスインスタンス345は第1
コンピュータノード320または異なるコンピュータノード340に配置されてもよい。影響を
受けるプロセスインスタンス345が異なるコンピュータノード340に配置される場合、イベ
ント305は330でメッセージングミドルウェアを介してインスタンス固有のキューの中に入
れられる。特定の状況では、多数のプロセスキューは特定のコンピュータノードでホスト
されることが可能であり、各プロセスキューは固有のビジネスプロセスインスタンスに関
連している。したがって、メッセージングミドルウェアは、受信側プロセスインスタンス
に関連したプロセスインスタンス識別子に基づいて、イベント305を保持するための固有
のプロセスキューを識別するために使用されることが可能である。図3に示されているよ
うに、プロセスキューは、メッセージングミドルウェア335を通じてアクセスされるデー
タベースに支援されるプロセスキューであることが可能である。
【００４９】
　任意のイベントでは、メッセージングミドルウェアは、受信側プロセスインスタンスに
よって後で検索されるために着信イベントを保持することを可能にするインターフェース
を提供することができる。いくつかの実装では、メッセージングミドルウェア335は、各
プロセスインスタンスが消費するためにイベントを検索するためのメッセージングキュー
223へのアクセスを有しながら、多数のコンピュータノードの間の異なるプロセスインス
タンスで利用可能なレポジトリまたはバックボーンシステムの中の集中データベースと接
続して実装されることが可能である。代替として、メッセージングミドルウェア335は、
着信イベントのために分散されたキューを提供するために、局所での持続性を備えた複製
プロトコルなどの他の方法に依存することができる。影響を受けるプロセスインスタンス
が最初にイベント305を受信したノード320と同じコンピュータノードに配置される場合、
イベント305は、メッセージングミドルウェア335でイベント305を保持することなく、適
切なプロセスインスタンスに配信されるか、またはそれによって消費されることが可能で
ある。
【００５０】
　いくつかの実装では、影響を受けるプロセスインスタンス345は、どのプロセスインス
タンスが影響を受けるかが判定された後、およびプロセスキューの中にイベント305を保
持した後、メッセージングミドルウェアを通じてアクティブに通知を受ける。いくつかの
例では、コンピュータノード340への通知呼び出しは、コンピュータノード340のプロセス
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インスタンス345によってイベント305を検索し、それを消費する際に遅延を回避すること
ができる。いくつかの実装では、影響を受けるプロセスインスタンス345を含むコンピュ
ータノード340は、特定のイベント305がメッセージングミドルウェア335で受信されたか
どうかを判定するために、350で、メッセージングミドルウェア335でのプロセスキューの
通常のポーリングを遂行することができる。コンピュータノード340は次いで、イベント3
05がプロセスインスタンス345による消費のためにコンピュータノード340で受信されたか
どうかを判定した後で、メッセージングミドルウェア335からイベントを検索することが
できる。イベント305は一旦コンピュータノード340で受信されると、プロセスインスタン
ス345によって消費されることが可能である。
【００５１】
　図3に関して上で述べられたようなイベントのメッセージングミドルウェアへの転送は
、BPMSの中の各ノードの間で実施されることが可能である。しかしながら、いくつかの例
では、イベントは特定のBPMSのノード、特定のプロセスインスタンス、特定の受信された
イベント、または特定の状況下についてのみ、メッセージングミドルウェアの中で保持さ
れる。メッセージングシステム222のプロセスキュー223の中にイベントを保持することに
よって、特に特定のシナリオに関して、イベントを交換する場合のBPMSの性能は改善され
ることが可能である。ユーザタスクが、非常に頻繁にプロセスインスタンスを起動するこ
とと交信する状況では、プロセスキュー223の中に受信されたイベントを保持することは
、プロセスインスタンスを頻繁に起動することに関連した待ち時間を減らすことができる
。例えば、その形式でデータを入力し、完了後にその形式をプロセスインスタンスに返さ
なければならない複数のユーザに対して示される形式は、任意のユーザが引き起こすタス
ク状態の変更が、プロセスインスタンスに送信されるイベントにつながる可能性があるこ
とから、資源を占有する可能性がある。比較的長いユーザタスクの処理時間を前提とする
と、メッセージングミドルウェアのポーリング手法を通じてタスク状態変更イベントをプ
ロセスインスタンスに渡すことは、BPMSの性能にとって有益である場合がある。
【００５２】
　図4は、外部コンポーネントからコンピュータノードで受信されたメッセージを処理す
るためのプロセス例400を描く。最初に、第1コンピュータノードで受信されたメッセージ
は405で識別される。このメッセージは、遠隔システム250などの外部デバイスの外部ソフ
トウェアコンポーネントから受信されるイベントに関連したメッセージまたはその他情報
であることが可能である。受信されたメッセージのコンテンツは、410で分析される。特
に、メッセージに関連したビジネスプロセスインスタンスは、分析の間に415で識別され
る。例えば、特定のビジネスプロセスインスタンスは、メッセージを処理するため、また
はメッセージに基づいた一定の行為を遂行するために割り当てられてもよい。いくつかの
例では、メッセージはメッセージが関連した特定のビジネスプロセスインスタンスを特定
してもよく、一方で他の例では、メッセージに関連した特定のビジネスプロセスインスタ
ンスは、ルールセットまたはその他の連関方法に基づいて引き出されてもよい。メッセー
ジは、1つまたは複数のビジネスプロセスインスタンスを実行する第1コンピュータノード
で受信されてもよいが、特定の受信されるメッセージのために割り当てられるビジネスプ
ロセスインスタンスは、同じコンピュータノードに配置されなくてもよい。したがって42
0で、識別されたビジネスプロセスインスタンスが第1ノードで実行中であるかどうかにつ
いて判定が行われる。
【００５３】
　識別されたビジネスプロセスインスタンスが第1ノードで実行中である場合、受信され
たメッセージは440で識別されたビジネスプロセスインスタンスに提供され、ここでメッ
セージおよびそのコンテンツは、局所的にアクセスされて第1ノードで消費されることが
可能である。識別されたビジネスプロセスインスタンスが第1ノードで実行中ではない場
合、受信されたメッセージは第2コンピュータノードで処理される。しかしながら、第2コ
ンピュータノードの位置はまだ識別されないかもしれない。したがって、メッセージは第
2コンピュータノードによって検索されるために、425でメッセージングミドルウェアに送



(19) JP 5988621 B2 2016.9.7

10

20

30

40

50

信される。いくつかの実装では、アクティブ通知は、メッセージが第2コンピュータノー
ドによって検索されるのを待機していることを第2コンピュータノードに通知するために
、メッセージングミドルウェア内で有効にされることが可能である。したがって、430で
アクティブ通知が有効になっているかどうか判定が行われる。アクティブ通知が有効にな
っている場合、435で通知メッセージは第2コンピュータノードに送信される。アクティブ
通知は、435でメッセージングキューに送信される特定のメッセージに関連した情報、ま
たは第2コンピュータノードに関連したメッセージがさらなる詳細を伴わずにメッセージ
ングキューで利用可能であるという通知を含むことが可能である。アクティブ通知が有効
になっていない場合、プロセスは通常のオペレーションに戻り、さらなるメッセージの到
着を待つ。
【００５４】
　図5は、メッセージングキューから関連したメッセージを検索するためのプロセス例500
を描く。図4に関して上で述べたように、メッセージは第1コンピュータノードで受信され
ることが可能であるが、その後、そのメッセージが受信される第1コンピュータノード以
外の第2コンピュータノードに配置されたビジネスプロセスインスタンスによって消費さ
れるか、またはそれに関連するという判定の後で、メッセージングミドルウェアを使用し
て集中メッセージングキューに転送される。いくつかの例では、第2コンピュータノード
に集中メッセージングキューから検索するためのメッセージの利用可能性を知らせるため
に、メッセージングミドルウェアによって通知が第2コンピュータノードに送信されるこ
とが可能である。したがって505で、検索するために利用できる可能なメッセージを示す
通知が受信されたかどうかについての判定が第2コンピュータノードで行われる。
【００５５】
　いくつかの実装では、この通知方法はポーリング手法に結合される。受信側プロセスイ
ンスタンスは、一定の間隔で保留中のメッセージのためのメッセージキューをポーリング
してもよいが、第1コンピュータノードから通知が受信されていれば直ちにキューを確認
してもよい。したがって、メッセージがメッセージキューの中で第2コンピュータノード
のために利用可能であることを示す通知が受信されている場合、515で集中メッセージン
グキューは関連したメッセージについてポーリングされる。通知が受信されていない場合
、510で、任意の検索するために利用可能なメッセージについて集中メッセージングキュ
ーにポーリングする時間かどうかについての判定が行われる。各ビジネスプロセスインス
タンスのためのポーリング時間は、遂行されるビジネスプロセス間の差を許容するために
異なっていてもよい。各ビジネスプロセスインスタンスは、例えばそのプロセスインスタ
ンスが緊急を要するプロセスインスタンスなのか、またはそうではないのかによって、そ
の特定のビジネスプロセスインスタンスに適したポーリング時間に関連付けられてもよい
。いくつかの例では、ポーリング時間はユーザまたは管理者によって手動で変更されるこ
とが可能であり、デフォルト値に設定されるか、または新しいメッセージが受信される平
均値または中央値の時間に関連した計算に基づいて、動的に変更される。いくつかの例で
は、デフォルトのポーリング時間が使用されてもよいので、メッセージは異なる時間でビ
ジネスプロセスに送信されてもよい。メッセージングキューにポーリングする時間ではな
い場合、プロセス500は、通知が関連したビジネスプロセスノードから受信されたかどう
かについての判定に戻る(505)。メッセージングキューにポーリングする時間である場合
、第2コンピュータノードは515で関連したメッセージについて集中メッセージングキュー
にポーリングする。520で集中メッセージングキューの中に保存された関連したメッセー
ジが存在しない場合、プロセス500は、メッセージングミドルウェアから通知が受信され
たかどうかについての判定に戻る(505)。メッセージングキューの中に関連したメッセー
ジが存在する場合、次いで525で関連したメッセージが集中メッセージングキューから検
索される。メッセージはメッセージングキューから検索された後、530で、第2コンピュー
タノードで適切なビジネスプロセスインスタンスの中で消費される。
【００５６】
　図6は、着信メッセージを伴うビジネスプロセス例600を描く。図6に示されているよう
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に、ビジネスプロセス例は、第1アクティビティ630と関連して開始される。ビジネスプロ
セスの間、中間メッセージイベント625は上位のプロセスブランチ650で着信メッセージを
待機し、ユーザタスク620は処理者に発行されて、下位のブランチ660で完了されるのを待
機する。両方のブランチは、同時に起動される。すなわち、中間メッセージイベント625
のためのメッセージ610は、ユーザが下位ブランチからユーザタスク620を処理する間、そ
の前、またはその後に受信されてもよい。(例えば、中間メッセージイベント625によって
受信されるメッセージ610またはユーザタスク620でのタスク状態の変更などの)消費され
るイベントのうちの任意のものが、任意のクラウドインスタンスで独立して受信される場
合があるクラウドベース環境の本質的な複雑性を処理するための専用プロトコルは、使用
されることが可能である。実際に、ビジネスプロセスは第1クラウドインスタンスで実行
中であってもよく、一方で(例えば汎用のロードバランサによって発行され、配信される
場合など)中間メッセージイベントのためのメッセージは他のクラウドインスタンスで受
信され、自分の受信箱からタスクを処理しているユーザからのウェブ要求は、第3クラウ
ドインスタンスで受信される。両方のイベント(中間メッセージイベント625によって受信
されるメッセージ610およびユーザ620からのタスク状態変更)は、大幅な性能の低下を取
り入れることなく、またはクラウドネットワークのスケールアウト特性を変えることなく
、信頼できる方法でビジネスプロセスに到達しなければならない。
【００５７】
　受信されたイベントをメッセージングキューの中に保持することによって、プロセスイ
ンスタンスは、プロセスインスタンスの存続期間の間特定のクラウドインタンスに存在す
ることが可能であり、このことはしばしばビジネスプロセスの「粘性」と呼ばれる。これ
に対する例外は、(例えば、負荷の一部を処理するために追加のクラウドインスタンスが
割り当てられることなど)クラウドトポロジーの変更を含むことが可能である。ビジネス
プロセスにトランザクショナルな方法でイベントを確実に一貫して受信させるために、(
例えば図6のタスク状態の変更620およびメッセージ610などの)任意の到着するイベントは
、到着イベントがBPMSランタイム234に配信されるときと同じトランザクションの中で、
メッセージングキュー223とともにメッセージングミドルウェア上で局所的に保持される
。イベントは、受信側プロセスが現在存在するクラウドインスタンスとは異なるクラウド
インスタンスで受信される場合、イベントが発行されるべきプロセスインスタンスによる
検索のために、データベースに支援されるキューの中で保持される。いくつかの例では、
イベントは多数のプロセスインスタンスに発行されなければならない場合がある。
【００５８】
　イベントは、受信側プロセスインスタンスが現在存在するクラウドインスタンスに配信
される場合、直ちにプロセスインスタンスに配信され、メッセージングキューを迂回する
。イベントは、イベントを消費するための適切なプロセスインスタンスに首尾よく配信さ
れているので、ここではさらなるステップは必要とされなくてもよい。しかしながらイベ
ントは、受信側プロセスインスタンスが存在しないクラウドインスタンスに配信される場
合、イベントを受信側プロセスインスタンスに配信するために、集中メッセージングキュ
ーの中で保持されてもよい。
【００５９】
　図7および8は、1つまたは複数のイベントを適切なクラウドインスタンスに発行するた
めのプロセス例700および800を描く。描かれている図7の例では、完了されたユーザタス
クの表示は第1クラウドインスタンスで受信されることが可能である。完了されたユーザ
タスクは、ユーザに関連した特定のタスク状態が変更されなければならないというユーザ
の表示であってもよい。したがって710で、この表示は第1クラウドインスタンスで受信さ
れる。タスク状態の変数は720で、第1クラウドインスタンスに関連したBPMSランタイムか
らフェッチされることが可能である。次いで、第1クラウドインスタンスは730で、タスク
状態を変更するためにBPMSランタイムに要求を提出する。共有される状態が関与する特定
の例では、クラウドインスタンスによって受信されるイベントのタイプは、受信されたイ
ベントに基づいてビジネスプロセス状態の変数が変化とともに更新されながら、ビジネス
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プロセス状態に対する不要な変更を回避するために、プロセス状態変数を保護すること、
または「ロックすること」が必要な場合がある。例えば、ある種のタイプのイベントは、
新たな状態変数の作成を引き起こす。作成時に、新たな状態変数は既存のクラウドインス
タンスにはまだわからないので、他のプロセスインスタンスが新たな状態変数に不要な変
更を加えることはなく、ロック機構は必要とされない。しかしながら、特定のタイプのイ
ベントは既存の状態変数の変更または削除を引き起こす場合がある。これらの例では、既
存の状態変数をロックし、状態変数への不要なアクセスを回避するために、中央ロック機
構が実装されることが可能である。しかしながら状態変数をロックすることは、その状態
変数が多数のコンポーネント、プロセスなどによって一度に操作されることが可能な(す
なわち状態変数がそれらの中で共有される)場合にのみ必要とされる。多くの場合、ロッ
クプロトコルは必要ではない。
【００６０】
　描かれている例を見ると、ユーザによって提出されたタスク状態に対する変更は、要求
された変更が、タスクおよびユーザにタスクを提示するタスク管理コンポーネントを統合
するプロセスインスタンス間で共有される既存の状態変数の変更につながることから、タ
スク状態に関連した状態変数のロックを必要とする場合がある。図7に見られるように、B
PMSランタイムは、タスク状態変数に関して整合性違反を回避するために、740で中央ロッ
クサービスにアクセスすることによってタスク状態変数上のロックを取得することができ
る。一旦タスク状態変数が中央ロックサービスによってロックされると、BPMSランタイム
は、第1クラウドインスタンスから受信されたタスク変更要求に応じて、750で変更イベン
トを生成することができる。次いでイベントは、適切な受信側プロセスインスタンスにイ
ベントを発行して、タスク状態変更を完了するために、図2に描かれたメッセージングキ
ュー223の中など、760でメッセージングミドルウェアの中で保持されるか、またはキュー
に加えられる。イベントが中央データベースへ渡された後、770でタスク変数上のロック
は中央ロックサービスによって解除されることが可能である。いくつかの実装では、クラ
ウドインスタンスにイベントが検索のために利用可能であることを知らせるために、受信
側プロセスインスタンスが配置されたクラウドインスタンスに通知呼び出しが送信される
ことが可能である。これらの例では、通知は780で信号イベントとして、受信側プロセス
インスタンスに関連する第2クラウドインスタンスに関連したBPMSランタイムに送信され
ることが可能である。
【００６１】
　図8では、信号イベントは780で、第2クラウドインスタンスのBPMSランタイムで受信さ
れることが可能である。受信側プロセスインスタンスが存在するノードでは、局所のプロ
セスインスタンスがイベントを受信することができるように、特定の構造が実装されるこ
とが可能である。いくつかの実装では、受信側プロセスインスタンスは着信イベントのた
めに関連したデータベース上でポーリング方法または定期的な検査を遂行することができ
る。この検査は、局所のクラウドインスタンスに存在するすべてのプロセスエンティティ
で受信されることが可能なすべてのイベントのためのプロセスキューを検査する単一の定
期的なデータベースルックアップに統合されることが可能である。このプロセス固有のデ
ータベースルックアップは、局所のクラウドインスタンスに存在するすべてのプロセスイ
ンスタンスのためのイベントキューを検査する単一のトランザクションの一部であっても
よい。代替として、各プロセスインスタンスは、異なるプロセス間のよりよい分離を達成
し、個々のポーリング間隔を構成するために、それら自体のポーリングトランザクション
を有してもよい。したがって、データベーストランザクションの数を最小に抑えることが
できる。ポーリング方法はクラウドインスタンスによって実装されてもよいが、中央デー
タベースで着信イベントを示す信号イベントが受信される場合、クラウドインスタンスの
BPMSランタイムは中央データベースから直ちにイベントを検索することが可能であり、こ
のことはポーリングだけに頼ることによって生じるいくつかの遅延を減らすことができる
。
【００６２】
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　メッセージキューから新たに到着したイベントをフェッチすることは、データベース検
査の間の時間間隔か特定のプロセスインスタンスに対して設定可能な定期的なポーリング
要求を使用して遂行されることが可能である(プロセスインスタンスのために間隔が設定
されない場合、そのプロセスタイプまたはすべてのプロセスタイプのためにデフォルト値
が適用されることが可能である)。いくつかの実装では、データベース検査の間の時間間
隔は、以前に受信されたイベントの頻度、受信側ビジネスプロセスインスタンスに関連し
たビジネスプロセスタイプ、またはビジネスプロセスインスタンスに関連した任意のその
他の要素に基づいて自動的に調整されることが可能である。他のクラウドインスタンスが
、プロセスが存在するクラウドインスタンスに、イベントがそのクラウドインスタンスに
関連したメッセージキューのうちの1つに含まれていたことをアクティブに通知する場合
、ポーリング間隔は上書きされることが可能である。したがって、長いポーリング間隔か
ら生じる増加した待ち時間は回避されることが可能である。通知メカニズムが省略される
か、または通知が失われた場合、次のポーリング間隔は最終的にメッセージキューからメ
ッセージをフェッチすることになるので、整合性は依然として維持される。
【００６３】
　描かれている例では、第2クラウドインスタンスのBPMSランタイムは、810で中央データ
ベースのポーリングを開始し、820で新たにキューに入れられるイベントを探すために、
中央データベースへのルックアップ呼び出しを起動する。ここで、図7に関して上で述べ
られたように、第1クラウドインスタンスによって中央データベースに提出されるイベン
トは、消費のために第2クラウドインスタンスによって検索されることが可能である。い
くつかの例では、検索されたイベントはプロセス状態の一部になる必要があり、このこと
はプロセス状態変数の変更の中でイベントを具体化することによって達成されることが可
能である。しかしながら、第2クラウドインスタンスで受信されたイベントは、受信側プ
ロセスインスタンスに関連した状態変数のロックを必要とする場合がある。したがって、
840でイベントが対応する状態変数に適用される前に、830で中央ロックサービスからロッ
クメカニズムが要求される。次いで、イベントはメッセージキューからフェッチされ、メ
ッセージキューから削除される(またはキューから取り除かれる)。プロセスインスタンス
がキューからイベントをフェッチし、それを状態変数に適用したトランザクションが行わ
れた後、850でロックは解除されることが可能である。
【００６４】
　ここで、BPMSランタイムは次いで任意で、状態変数の変更に反応する連続したプロセス
ステップを起動することができる。これらのステップは通常、プロセスインスタンスの制
御フローおよび/またはデータフローの側面に影響を及ぼす。特定の状況下では、これら
のプロセスステップを起動することは遅延されるか、または他の状況によって異なっても
よい。これらの場合では、具体化されたイベント(すなわちプロセス状態変数)は依然とし
てプロセス状態の一部であるが、実際にはただプロセスによって後で消費されてもよい。
これらのうちのいくつかの場合では、プロセスはイベントを消費しなくてもよい。これら
の場合では、BPMSランタイムは(1)プロセスが終了したときに具体化されたイベントを除
去するため、または(2)その時点で他のプロセスインスタンスのためにイベントを解放す
るために構成されてもよい。例えば、各インスタンスが固定された数のメッセージだけを
処理するプロセスインスタンスによってメッセージのストリームが消費されるシナリオで
は、その数を越えるメッセージは後に続くプロセスインスタンスによって拾い上げられな
ければならない。その他の場合では、一旦プロセスが終了した後、イベントは実際には無
意味なものとなる場合がある。例えば、関連したユーザタスクがまだ進行中であった間に
、プロセスインスタンスはキャンセルされるかもしれない。そのユーザタスクが完了した
とき、対応するイベントは他のプロセスインスタンスに発行される必要はなく、破棄され
ることが可能である。
【００６５】
　先の図および添付の説明は、プロセス例およびコンピュータ実装可能な手法を描く。し
かしながら環境100(またはそのソフトウェアもしくはその他コンポーネント)は、これら
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およびその他タスクを遂行するための任意の適切な手法を使用、実装または実行すること
を企図する。これらのプロセスは単に例示を目的とするものであり、記述された、または
類似の手法は、同時に、個別に、または組み合わせることを含めて、任意の適切なときに
実行されてもよいということを理解されたい。さらに、これらのプロセスの中のステップ
の多くは同時に、および/または示されているものとは異なる順序で行われてもよい。さ
らに環境100は、方法が適切である以上、追加のステップ、より少ないステップおよび/ま
たは異なるステップのプロセスを使用してもよい。
【００６６】
　換言すると、本開示は特定の実施形態および一般に関連した方法に関して述べられてい
るが、これらの実施形態および方法の修正および置換は、当業者には明らかであろう。し
たがって、上の実施形態例の説明が本開示を定義または制約することはない。本開示の精
神および範囲から逸脱することなく、その他の変更、代用および修正もまた可能である。
【符号の説明】
【００６７】
　　100　環境
　　110　ノード
　　105　クラウドネットワーク
　　120　ノード
　　140　インターフェース
　　150　ロードバランサ
　　171　クライアント
　　180　モバイルデバイス
　　190　店舗用システム
　　192　ビジネスパートナーシステム
　　200　環境
　　202　コンピュータノード
　　205　インターフェース
　　208　プロセッサ
　　211　メモリ
　　212　ネットワーク
　　214　ビジネスプロセスモデル
　　216　ビジネスプロセスメタデータ
　　221　メモリ
　　222　メッセージングシステム
　　223　メッセージングキュー
　　224　メッセージングシステム
　　225　インターフェース
　　226　メッセージングミドルウェア
　　228　プロセッサ
　　232　ビジネスプロセスアプリケーション
　　234　BPMランタイム
　　236　着信メッセージアダプタ
　　238　メッセージアナライザモジュール
　　240　メッセージングミドルウェア
　　250　遠隔システム
　　252　グラフィカルインターフェース
　　254　クライアントアプリケーション
　　255　インターフェース
　　256　プロセッサ
　　258　メモリ
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　　305　メッセージ(イベント)
　　320　第1クラウドインスタンス(コンピュータノード)
　　335　メッセージングミドルウェア
　　340　コンピュータノード
　　345　プロセスインスタンス
　　400　プロセス例
　　440　メッセージ
　　500　プロセス例
　　600　ビジネスプロセス例
　　610　メッセージ
　　620　ユーザタスク
　　625　中間メッセージイベント
　　630　第1アクティビティ
　　650　プロセスブランチ
　　660　下位のブランチ
　　700　プロセス例
　　800　プロセス例

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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